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検定の紹介『Welch の t 検定』【第 24 回生物統計学】 

1. ウェルチの t 検定とは 

 パラメトリック検定 

 2 つの標本の母分散が等しいとは限らないときに用いる検定法 

 

2. 検定を使用する条件 

 2 つの標本に対応がない 

 データ数が一致している必要なし 

 

3. 帰無仮説と対立仮説 

 帰無仮説(H0): 2 組の標本の平均に差はない 

 対立仮説(H1): 2 組の標本の平均に差はある 

 

4. 必要な統計量 

① 標本毎の平均値 (𝑋𝑋�,𝑌𝑌�)  
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同様に、標本 Y の平均値も求める。 

② 標本毎の不偏分散 (𝑢𝑢𝑋𝑋,𝑢𝑢𝑌𝑌)  
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同様に、標本 Y の不偏分散も求める。 

※標本 X および Y のサンプルサイズをそれぞれ n1、n2とする。 

③ 自由度 (l) 
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算出された値が整数の場合はそのまま自由度 l として用い、整数でなかった場合はその値に

最も近い値が自由度 l となる。 

④ 2 標本の母平均 (𝜇𝜇𝑋𝑋 − 𝜇𝜇𝑌𝑌) 
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帰無仮説「2 標本の平均に差はない」と仮定していることより、𝜇𝜇𝑋𝑋 − 𝜇𝜇𝑌𝑌 = 0となる。 

 

⑤ 統計量 T  

𝑇𝑇 =
(X� − Y�) − (𝜇𝜇𝑋𝑋 − 𝜇𝜇𝑌𝑌)
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5. 最後に… 

統計量 T は近似的に自由度 l の t 分布に従うことが知られている。そこで、求めた統計量 T が自由

度 l の t 分布上において、あらかじめ設定した棄却域に入るか否かを考える。 

⇒帰無仮説と対立仮説のどちらを採択するか決定する。 

 標本 X 標本 Y 

データ X1 Y1 

…
 

…
 

Xn1 Yn2 

データ数 n1 n2 

平均 X� Y� 
不偏分散 uX uY 

 

母平均 𝜇𝜇𝑋𝑋 − 𝜇𝜇𝑌𝑌 = 0 

自由度 𝑙𝑙 

T T 

優位確率  
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